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平
成
二
十
八
年
四
月
十
二
日

第
三
千
七
百
八
十
四
号

増

刊

①

　
　
　
　

規
　
　
　
則

○
福
岡
県
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
薬
務
課
）
…
…
…
…
…
一

　
　
　
　
訓
　
　
　
令

○
福
岡
県
環
境
対
策
協
議
会
運
営
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令�

（
環
境
政
策
課
）
…
…
…
…
…
六

　
　
　
　
再
　
　
　
掲

○
福
岡
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

（
税
務
課
）
…
…
…
…
…
六

○
福
岡
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

（
税
務
課
）
…
…
…
…
一
一

　

福
岡
県
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布

す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
四
月
十
二
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
五
十
号

　
　
　

福
岡
県
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

第
二
条
の
見
出
し
中
「
届
出
」
を
「
申
請
及
び
届
出
」
に
改
め
、
同
条
中
「
届
出
は
」
を
「
申
請
又

は
届
出
は
」
に
、
「
届
出
書
」
を
「
申
請
書
又
は
届
出
書
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

　

六　

省
令
第
九
条
の
二
第
十
項
の
申
請　

麻
薬
小
売
業
者
間
譲
渡
許
可
書
再
交
付
申
請
書
（
様
式
第

五
号
の
二
）

　

七　

省
令
第
九
条
の
二
第
十
一
項
の
届
出　

麻
薬
小
売
業
者
間
譲
渡
許
可
書
返
納
届
（
様
式
第
五
号

の
三
）

　

第
四
条
第
二
項
に
次
の
五
号
を
加
え
る
。

　

八　

省
令
第
九
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書

　

九　

省
令
第
九
条
の
二
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
書

　

十　

省
令
第
九
条
の
二
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
書

　

十
一　

省
令
第
九
条
の
二
第
十
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書

　

十
二　

省
令
第
九
条
の
二
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
書

　

第
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
麻
薬
小
売
業
者
間
譲
渡
）

第
六
条　

省
令
第
九
条
の
二
第
三
項
の
許
可
書
は
、
様
式
第
七
号
に
よ
る
。

　

様
式
第
五
号
の
次
に
次
の
二
様
式
を
加
え
る

規
　
　
　
則

目
　
　
　
次
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様式第５号の２ 

麻薬小売業者間譲渡許可書再交付申請書 

許可番号 第       号 許可年月日     年  月  日 

麻

薬

業

務

所 

所 在 地  

名   称  

再 交 付 の 事 由 

及 び そ の 年 月 日 

 

 

上記のとおり、麻薬小売業者間譲渡許可書の再交付を申請します。 

 

年  月  日 

 

 

住所（法人にあっては、主たる事務所の所在地） 

 

氏名（法人にあっては、名称）                        印 

 

 

 

   福岡県知事              殿 

 

（注意） 

  １ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。 

  ２ 麻薬小売業者間譲渡許可書を毀損した場合には、当該許可書を添付すること。 
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様式第５号の３ 

麻薬小売業者間譲渡許可書返納届 

許可番号 第       号 許可年月日     年  月  日 

返納の事由  

上記のとおり、麻薬小売業者間譲渡許可書を返納します。 

 

年  月  日 

 

 麻薬業務所名称 

 

 住所（法人にあっては、主たる事務所の所在地） 

 

 氏名（法人にあっては、名称）                         印 

 

 

 

 

 麻薬業務所名称 

 

 住所（法人にあっては、主たる事務所の所在地） 

 

 氏名（法人にあっては、名称）                         印 

 

 

 

   福岡県知事              殿 

 

（注意） 

  １ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。 

  ２ 届出者欄にその全てを記載することができないときは、別紙に記載すること。 
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様
式
第
六
号
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。
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様式第７号 

 

 

 

麻薬小売業者間譲渡許可書 
 

 

                         第      号 

 

   申請のあった麻薬小売業者間譲渡を、麻薬及び向精神薬取締法（昭和２８年法律 

第１４号）第２４条第１２項第１号の規定により、申請のとおり許可する。 

 

 

                  年  月  日から 

      譲渡しの期間 

                  年  月  日まで 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

  年  月  日 
 
 
 

福岡県知事 

 

 

様式第７号 

麻薬小売業者間譲渡許可書再交付申請書 

許可番号 第       号 許可年月日     年  月  日 

麻

薬

業

務

所 

所 在 地  

名   称  

再 交 付 の 事 由 

及 び そ の 年 月 日 

 

 

上記のとおり、麻薬小売業者間譲渡許可書の再交付を申請します。 

 

年  月  日 

 

 

住所（法人にあっては、主たる事務所の所在地） 

 

氏名（法人にあっては、名称）                        印 

 

 

 

   福岡県知事              殿 

 

（注意） 

  １ 用紙の大きさは、日本工業規格 A4とすること。 

  ２ 麻薬小売業者間譲渡許可書を毀損した場合には、当該許可書を添付すること。 
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第
二
十
条
の
十
七
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
百
分
の
〇
・
七
二
」
を
「
百
分
の
一
・
二
」
に
改
め
、

同
号
ロ
中
「
百
分
の
〇
・
三
」
を
「
百
分
の
〇
・
五
」
に
改
め
、
同
号
ハ
の
表
中
「
百
分
の
三
・
一

」
を
「
百
分
の
一
・
九
」
に
、
「
百
分
の
四
・
六
」
を
「
百
分
の
二
・
七
」
に
、
「
百
分
の
六
」
を

　

「
百
分
の
三
・
六
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
一
号
イ
中
「
百
分
の
〇
・
七
二
」
を
「
百
分
の
一
・

　

二
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
百
分
の
〇
・
三
」
を
「
百
分
の
〇
・
五
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
百
分

の
六
」
を
「
百
分
の
三
・
六
」
に
改
め
る
。

　
　

第
二
十
条
の
三
十
第
八
項
中
「
に
あ
つ
て
は
」
を
「
に
は
」
に
、
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」

に
改
め
、
同
条
第
十
項
中
「
に
掲
げ
る
」
を
「
に
規
定
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
か
ら
第
十

　

四
項
ま
で
の
規
定
中
「
不
動
産
取
得
税
」
の
下
に
「
の
課
税
標
準
」
を
加
え
る
。

　
　

付
則
第
七
条
の
二
の
二
中
「
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
」
を
「
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
」
に
、

「
百
分
の
三
・
一
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
一
・
六
」
を
「
百
分
の
一
・
九
」
と
あ
る
の
は
「
百
分

の
〇
・
三
」
に
、
「
、
「
百
分
の
四
・
六
」
を
「
、
「
百
分
の
二
・
七
」
に
、
「
百
分
の
二
・
三
」

を
「
百
分
の
〇
・
五
」
に
、
「
百
分
の
六
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
三
・
一
」
を
「
百
分
の
三
・
六

」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
〇
・
七
」
に
改
め
、
「
「
第
二
十
条
の
十
七
第
一
項
第
二
号
」
と
あ
る
の

は
「
次
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
二
十
条
の
十
七
第
一
項
第
二
号
」
と
、
」
を
削
る
。

　
　

付
則
第
八
条
第
二
項
中
「
に
お
い
て
は
、
」
を
「
に
お
け
る
」
に
、
「
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十

　

一
日
」
を
「
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、
「
に
あ
つ
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
、
同
条
第

九
項
を
削
り
、
同
条
第
十
項
中
「
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一

日
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
中
第
十
一
項
を
第
十
項
と
し
、
第
十
二
項
か
ら
第

十
四
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

　

14　

中
小
企
業
者
（
中
小
企
業
基
本
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
第
二
条
第
一
項
第

四
号
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。
）
が
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確

保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
二
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
薬

局
の
う
ち
患
者
が
継
続
し
て
利
用
す
る
た
め
に
必
要
な
機
能
及
び
個
人
の
主
体
的
な
健
康
の
保
持

増
進
へ
の
取
組
を
積
極
的
に
支
援
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の
と
し
て
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
の

用
に
供
す
る
不
動
産
で
施
行
令
で
定
め
る
も
の
を
取
得
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
不
動
産
の
取
得

に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
の
課
税
標
準
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
取
得
が
平
成
三
十
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
当
該
不
動
産
の
価
格
の
六
分
の
一
に
相
当
す
る

額
を
価
格
か
ら
控
除
す
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
福
　
岡
　
県
　
訓
　
令
　
第
　
九
　
号

　
福
岡
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
二
号

本　
　

庁　
　

　

福
岡
県
環
境
対
策
協
議
会
運
営
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
四
月
十
二
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福　
岡　
県　
教　
育　
委　
員　
会　
　

　
　
　

福
岡
県
環
境
対
策
協
議
会
運
営
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

福
岡
県
環
境
対
策
協
議
会
運
営
規
程
（
平
成
五
年
二
月
福　
岡　
県　
訓　
令　
第　
三　
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
二
号

　

別
表
中
「
新
社
会
推
進
部
長
」
を
「
人
づ
く
り
・
県
民
生
活
部
長
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
公
告
式
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規

定
に
よ
り
掲
示
し
た
も
の
を
、
こ
こ
に
再
掲
す
る
。

　

福
岡
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
条
例
第
三
十
号

　
　
　

福
岡
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

（
福
岡
県
税
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条　

福
岡
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

訓
　
　
　
令

再
　
　
　
掲
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付
則
第
九
条
の
三
第
一
項
中
「
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
」
及
び
「
。
同
項
に
お
い
て
同
じ
」
を
削

り
、
「
次
項
及
び
第
三
項
第
三
号
」
を
「
次
項
第
三
号
」
に
、
「
当
該
各
号
に
定
め
る
年
度
以
後
の

年
度
分
」
を
「
平
成
二
十
八
年
度
分
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
も
の　

新
車
新
規
登
録
を
受
け

た
日
か
ら
起
算
し
て
十
四
年
を
経
過
し
た
日
の
属
す
る
年
度
」
を
「
も
の
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号

中
「
も
の　

新
車
新
規
登
録
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
二
年
を
経
過
し
た
日
の
属
す
る
年
度
」

を
「
も
の
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
を
削
り
、
同
条
第
五
項
第
二
号
中
「
、
平
成

二
十
一
年
天
然
ガ
ス
車
基
準
」
を
「
、
道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
一

年
十
月
一
日
（
同
法
第
四
十
条
第
三
号
に
規
定
す
る
車
両
総
重
量
が
三
・
五
ト
ン
を
超
え
十
二
ト
ン

以
下
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
）
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定

め
ら
れ
た
自
動
車
排
出
ガ
ス
に
係
る
保
安
上
又
は
公
害
防
止
そ
の
他
の
環
境
保
全
上
の
技
術
基
準
（

第
四
号
及
び
第
五
号
に
お
い
て
「
排
出
ガ
ス
保
安
基
準
」
と
い
う
。
）
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の

（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
平
成
二
十
一
年
天
然
ガ
ス
車
基
準
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
項
第

三
号
中
「
充
電
機
能
付
電
力
併
用
自
動
車
」
の
下
に
「
（
電
力
併
用
自
動
車
の
う
ち
、
動
力
源
と
し

て
用
い
る
電
気
を
外
部
か
ら
充
電
す
る
機
能
を
備
え
て
い
る
も
の
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
を
い

う
。
）
」
を
加
え
、
同
項
第
四
号
中
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
効
率
」
を
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
四

　

十
九
号
）
第
八
十
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
と
い
う
。
）
が
同
法
第
七
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
機
器
等
製
造
事
業
者
等
の
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き
事
項
を
勘
案
し
て
施
行
規
則
で
定

め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
と
い
う
。

）
で
あ
つ
て
平
成
二
十
七
年
度
以
降
の
各
年
度
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ

た
も
の
（
次
項
に
お
い
て
「
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
と
い
う
。
）
」
に
、

「
平
成
十
七
年
窒
素
酸
化
物
排
出
許
容
限
度
」
を
「
道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り

平
成
十
七
年
十
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
排
出
ガ
ス
保
安
基
準
に

定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
で
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
（
次
項
に
お
い
て
「
平
成
十
七
年
窒
素
酸
化

物
排
出
許
容
限
度
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
第
三

項
の
」
を
「
次
の
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
表
を
加
え
る
。

第
五
十
条
第
一
項
第
一
号
イ

七
千
五
百
円

四
千
円

八
千
五
百
円

四
千
五
百
円

九
千
五
百
円

五
千
円

一
万
三
千
八
百
円

七
千
円

一
万
五
千
七
百
円

八
千
円

一
万
七
千
九
百
円

九
千
円

二
万
五
百
円

一
万
五
百
円

二
万
三
千
六
百
円

一
万
二
千
円

二
万
七
千
二
百
円

一
万
四
千
円

四
万
七
百
円

二
万
五
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
一
号
ロ

二
万
九
千
五
百
円

一
万
五
千
円

三
万
四
千
五
百
円

一
万
七
千
五
百
円

三
万
九
千
五
百
円

二
万
円

四
万
五
千
円

二
万
二
千
五
百
円

五
万
千
円

二
万
五
千
五
百
円

五
万
八
千
円

二
万
九
千
円

六
万
六
千
五
百
円

三
万
三
千
五
百
円

七
万
六
千
五
百
円

三
万
八
千
五
百
円

八
万
八
千
円

四
万
四
千
円

十
一
万
千
円

五
万
五
千
五
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
二
号
イ

六
千
五
百
円

三
千
五
百
円

九
千
円

四
千
五
百
円

一
万
二
千
円

六
千
円

一
万
五
千
円

七
千
五
百
円

一
万
八
千
五
百
円

九
千
五
百
円

二
万
二
千
円

一
万
千
円
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三
万
二
千
五
百
円

一
万
六
千
五
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑴

イ　

二
万
千
二
百
円

一
万
千
円

二
万
五
千
六
百
円

一
万
三
千
円

三
万
四
百
円

一
万
五
千
五
百
円

三
万
五
千
二
百
円

一
万
八
千
円

四
万
四
百
円

二
万
五
百
円

四
万
五
千
六
百
円

二
万
三
千
円

五
万
千
二
百
円

二
万
六
千
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑵

一
万
千
円

五
千
五
百
円

五
千
円

二
千
五
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑷

九
千
円

四
千
五
百
円

一
万
八
千
五
百
円

九
千
五
百
円

二
万
九
千
五
百
円

一
万
五
千
円

四
万
三
千
六
百
円

二
万
二
千
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑸

九
千
円

四
千
五
百
円

六
千
五
百
円

三
千
五
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑹

一
万
二
千
円

六
千
円

八
千
五
百
円

四
千
五
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑺

二
万
三
千
円

一
万
千
五
百
円

一
万
三
千
五
百
円

七
千
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑻

一
万
九
千
五
百
円

一
万
円

一
万
二
千
円

六
千
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
⑴

ア

二
万
三
千
六
百
円

一
万
二
千
円

二
万
七
千
六
百
円

一
万
四
千
円

三
万
千
六
百
円

一
万
六
千
円

二
万
五
千
五
百
円

一
万
三
千
円

二
万
九
千
五
百
円

一
万
五
千
円

四
千
七
百
円

二
千
四
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
二
号
ロ

八
千
円

四
千
円

一
万
千
五
百
円

六
千
円

一
万
六
千
円

八
千
円

二
万
五
百
円

一
万
五
百
円

二
万
五
千
五
百
円

一
万
三
千
円

三
万
円

一
万
五
千
円

三
万
五
千
円

一
万
七
千
五
百
円

四
万
五
百
円

二
万
五
百
円

六
千
三
百
円

三
千
二
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
二
号
ハ
⑴

七
千
五
百
円

四
千
円

一
万
五
千
百
円

八
千
円

第
五
十
条
第
一
項
第
二
号
ハ
⑵

一
万
二
百
円

五
千
五
百
円

二
万
六
百
円

一
万
五
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
イ
⑴

ア　
　

六
千
円

三
千
円

六
千
八
百
円

三
千
五
百
円

七
千
六
百
円

四
千
円

一
万
千
円

五
千
五
百
円

一
万
二
千
五
百
円

六
千
五
百
円

一
万
四
千
三
百
円

七
千
五
百
円

一
万
六
千
四
百
円

八
千
五
百
円

一
万
八
千
八
百
円

九
千
五
百
円

二
万
千
七
百
円

一
万
千
円
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一
万
九
千
円

九
千
五
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
⑻

二
万
六
千
五
百
円

一
万
三
千
五
百
円

一
万
六
千
円

八
千
円

第
五
十
条
第
一
項
第
四
号
イ
⑴

一
万
二
千
円

六
千
円

一
万
四
千
五
百
円

七
千
五
百
円

一
万
七
千
五
百
円

九
千
円

二
万
円

一
万
円

二
万
二
千
五
百
円

一
万
千
五
百
円

二
万
五
千
五
百
円

一
万
三
千
円

二
万
九
千
円

一
万
四
千
五
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
四
号
イ
⑵

二
万
六
千
五
百
円

一
万
三
千
五
百
円

三
万
二
千
円

一
万
六
千
円

三
万
八
千
円

一
万
九
千
円

四
万
四
千
円

二
万
二
千
円

五
万
五
百
円

二
万
五
千
五
百
円

五
万
七
千
円

二
万
八
千
五
百
円

六
万
四
千
円

三
万
二
千
円

第
五
十
条
第
一
項
第
四
号
ロ
⑴

一
万
二
千
円

六
千
円

一
万
四
千
五
百
円

七
千
五
百
円

一
万
七
千
五
百
円

九
千
円

二
万
円

一
万
円

二
万
二
千
五
百
円

一
万
千
五
百
円

二
万
五
千
五
百
円

一
万
三
千
円

二
万
九
千
円

一
万
四
千
五
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
四
号
ロ
⑵

三
万
三
千
円

一
万
六
千
五
百
円

三
万
六
千
円

一
万
八
千
円

四
万
八
百
円

二
万
五
百
円

四
万
六
千
四
百
円

二
万
三
千
五
百
円

五
万
三
千
二
百
円

二
万
七
千
円

六
万
千
二
百
円

三
万
千
円

七
万
四
百
円

三
万
五
千
五
百
円

八
万
八
千
八
百
円

四
万
四
千
五
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
⑴

イ

二
万
六
千
四
百
円

一
万
三
千
五
百
円

三
万
二
千
八
百
円

一
万
六
千
五
百
円

三
万
九
千
二
百
円

二
万
円

四
万
五
千
六
百
円

二
万
三
千
円

五
万
二
千
四
百
円

二
万
六
千
五
百
円

五
万
九
千
二
百
円

三
万
円

六
万
六
千
四
百
円

三
万
三
千
五
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
⑵

一
万
四
千
五
百
円

七
千
五
百
円

六
千
五
百
円

三
千
五
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
⑷

一
万
千
五
百
円

六
千
円

二
万
五
千
五
百
円

一
万
三
千
円

四
万
五
百
円

二
万
五
百
円

五
万
九
千
四
百
円

三
万
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
⑸

一
万
千
五
百
円

六
千
円

八
千
円

四
千
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
⑹

一
万
六
千
円

八
千
円

一
万
千
円

五
千
五
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
ロ
⑺

三
万
五
百
円

一
万
五
千
五
百
円
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付
則
第
九
条
の
三
第
六
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
七
項
を
削
る
。

　

付
則
第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一

日
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一

日
」
に
、
「
第
二
十
条
の
三
十
二
第
一
項
第
一
号
」
を
「
同
号
」
に
、
「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は

」
に
、
「
同
条
第
一
項
」
を
「
同
項
」
に
改
め
る
。

　

（
福
岡
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
二
条　

福
岡
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
七
年
福
岡
県
条
例
第
十
九
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

附
則
第
二
条
第
三
項
中
「
同
項
」
を
「
同
条
第
一
項
」
に
、
「
本
条
」
を
「
こ
の
条
」
に
改
め
、

同
条
第
四
項
中
「
農
地
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号
）
第
二
条
第
七
項
」
を
「
農
業

協
同
組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
六
十
三
号
）
第
三
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
前
の
農
地
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号
）
第
二
条
第
三
項
」
に
改
め

、
同
条
第
五
項
中
「
本
条
」
を
「
こ
の
条
」
に
改
め
る
。

　

（
福
岡
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
三
条　

福
岡
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
福
岡
県
条
例
第
三
十
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

第
一
条
の
う
ち
福
岡
県
税
条
例
第
二
十
条
の
七
の
三
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
中
「
県
民

税
の
所
得
割
」
を
「
個
人
の
県
民
税
」
に
、
「
市
町
村
民
税
の
所
得
割
の
徴
収
」
を
「
個
人
の
市
町

村
民
税
の
徴
収
」
に
、
「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に
、
「
所
得
割
の
納
税
義
務
者
」
を
「
市
町

村
民
税
の
納
税
義
務
者
」
に
、
「
の
所
得
割
に
対
す
る
」
を
「
に
対
す
る
」
に
、
「
の
所
得
割
の
割

合
」
を
「
の
割
合
」
に
改
め
る
。

　
　

第
一
条
中
福
岡
県
税
条
例
第
二
十
条
の
十
七
の
改
正
規
定
及
び
付
則
第
七
条
の
二
の
二
の
改
正
規

定
を
削
る
。

　
　

附
則
第
二
条
第
二
項
中
「
市
町
村
民
税
の
所
得
割
」
を
「
個
人
の
市
町
村
民
税
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

第
一
条　

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
の
規
定
は
、

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
事
業
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条　

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
福
岡
県
税
条
例
（
以
下
「
新
条
例
」
と
い
う
。
）
の
規
定

中
法
人
の
事
業
税
に
関
す
る
部
分
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以

後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
に
係
る
法
人
の
事
業
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
開
始
し
た
事
業

年
度
に
係
る
法
人
の
事
業
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　

（
不
動
産
取
得
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条　

新
条
例
の
規
定
中
不
動
産
取
得
税
に
関
す
る
部
分
は
、
施
行
日
以
後
の
不
動
産
の
取
得
に
対

し
て
課
す
べ
き
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
の
不
動
産
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る

不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　

（
自
動
車
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条　

新
条
例
の
規
定
中
自
動
車
税
に
関
す
る
部
分
は
、
平
成
二
十
八
年
度
分
の
自
動
車
税
に
つ
い

て
適
用
し
、
平
成
二
十
七
年
度
分
ま
で
の
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　

福
岡
県
公
告
式
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同

四
万
千
円

二
万
五
百
円

四
万
九
千
円

二
万
四
千
五
百
円

五
万
七
千
円

二
万
八
千
五
百
円

六
万
五
千
五
百
円

三
万
三
千
円

七
万
四
千
円

三
万
七
千
円

八
万
三
千
円

四
万
千
五
百
円

第
五
十
条
第
一
項
第
五
号

四
千
五
百
円

二
千
五
百
円

六
千
円

三
千
円

第
五
十
条
第
二
項
第
一
号

三
千
七
百
円

千
八
百
円

四
千
七
百
円

二
千
三
百
円

六
千
三
百
円

三
千
二
百
円

第
五
十
条
第
二
項
第
二
号

五
千
二
百
円

二
千
六
百
円

六
千
三
百
円

三
千
二
百
円

八
千
円

四
千
円
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第
十
二
条
第
二
項
中
「
第
十
五
条
第
四
項
」
を
「
第
十
五
条
の
二
の
二
」
に
改
め
、
「
規
定
に
よ
り

」
の
下
に
「
、
特
別
徴
収
義
務
者
に
」
を
加
え
、
「
軽
油
引
取
税
徴
収
猶
予
許
可
（
不
許
可
）
通
知
書

を
」
を
「
軽
油
引
取
税
徴
収
猶
予
許
可
（
不
許
可
）
通
知
書
」
に
、
「
第
十
二
号
の
二
様
式
」
を
「
第

十
二
号
の
二
様
式
そ
の
一
」
に
、
「
徴
収
猶
予
期
間
延
長
通
知
書
を
」
を
「
徴
収
猶
予
期
間
延
長
許
可

通
知
書
」
に
、
「
第
十
二
号
様
式
」
を
「
第
十
二
号
様
式
そ
の
一
」
に
、
「
を
そ
れ
ぞ
れ
特
別
徴
収
義

務
者
に
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
「
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「

第
十
五
条
の
三
第
三
項
（
法
第
百
四
十
四
条
の
二
十
九
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

」
を
「
第
百
四
十
四
条
の
二
十
九
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条
の
三
第
三
項
」
に
改
め
、

「
規
定
に
よ
り
」
の
下
に
「
、
特
別
徴
収
義
務
者
に
」
を
加
え
、
「
第
十
四
号
様
式
」
を
「
第
十
四
号

様
式
そ
の
一
」
に
、
「
を
納
税
者
又
は
特
別
徴
収
義
務
者
に
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
「
に
よ
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

４　

所
長
は
、
法
第
十
五
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
納
税
者
又
は
特
別
徴
収
義
務
者
に
徴
収
猶

予
の
取
消
し
の
通
知
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
第
十
四
号
様
式
そ
の
一
に
よ
る
徴
収
猶
予
取
消
通

知
書
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
保
証
人
又
は
担
保
財
産
の
所
有
者
（
納
税
者
及
び
特
別

徴
収
義
務
者
を
除
く
。
）
に
対
し
て
は
、
第
十
四
号
様
式
そ
の
二
に
よ
る
徴
収
猶
予
取
消
通
知
書
に

よ
り
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

５　

所
長
は
、
条
例
第
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
納
税
者
又
は
特
別
徴
収
義
務
者
に
分
割
納
付

の
各
納
付
期
限
若
し
く
は
そ
の
納
付
期
限
ご
と
の
納
付
金
額
又
は
分
割
納
入
の
各
納
入
期
限
若
し
く

は
そ
の
納
入
期
限
ご
と
の
納
入
金
額
を
変
更
し
た
旨
を
通
知
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
第
十
四
号
の

二
様
式
そ
の
一
に
よ
る
徴
収
猶
予
の
納
付
計
画
変
更
通
知
書
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

保
証
人
又
は
担
保
財
産
の
所
有
者
（
納
税
者
及
び
特
別
徴
収
義
務
者
を
除
く
。
）
に
対
し
て
は
、
第

十
四
号
の
二
様
式
そ
の
二
に
よ
る
徴
収
猶
予
の
納
付
計
画
変
更
通
知
書
に
よ
り
通
知
す
る
も
の
と
す

る
。

６　

所
長
は
、
法
第
十
五
条
の
二
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
納
税
者
又
は
特
別
徴
収
義
務
者
に
申
請
書

の
訂
正
又
は
添
付
す
べ
き
書
類
の
訂
正
若
し
く
は
提
出
を
求
め
る
旨
を
通
知
し
よ
う
と
す
る
と
き
は

、
第
十
四
号
の
三
様
式
に
よ
る
徴
収
猶
予
（
期
間
延
長
）
申
請
書
及
び
添
付
書
類
に
関
す
る
補
正
通

知
書
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７　

所
長
は
、
法
第
十
五
条
の
二
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
徴
収
猶
予
の
申
請
を
取
り
下
げ
た
も
の
と
み

条
例
第
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
掲
示
し
た
も
の
を
、
こ
こ
に
再
掲
す
る
。

　

福
岡
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
四
十
三
号

　
　
　

福
岡
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
税
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
年
福
岡
県
規
則
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

　

第
九
条
第
一
項
中
「
第
七
号
様
式
に
よ
る
申
請
書
」
を
「
第
七
号
様
式
に
よ
る
徴
収
猶
予
申
請
書
及

び
条
例
第
十
三
条
の
二
第
二
項
又
は
第
四
項
に
定
め
る
書
類
」
に
、
「
申
請
書
に
よ
つ
て
所
長
に
申
請

」
を
「
申
請
書
を
、
そ
れ
ぞ
れ
所
長
に
提
出
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
五
条
第
三
項
」
を
「

第
十
五
条
第
四
項
」
に
、
「
申
請
し
よ
う
と
す
る
」
を
「
申
請
す
る
」
に
改
め
、
「
徴
収
猶
予
期
間
延

長
申
請
書
」
の
下
に
「
及
び
条
例
第
十
三
条
の
二
第
四
項
に
定
め
る
書
類
」
を
加
え
る
。

　

第
十
条
第
三
項
及
び
第
十
条
の
二
第
四
項
中
「
自
動
車
に
係
る
」
を
削
る
。

　

第
十
一
条
中
「
第
十
五
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
十
五
条
の
二
の
三
第
二
項
」
に
、
「
次
に
掲
げ
る

事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
」
を
「
第
十
号
の
十
六
様
式
に
よ
る
差
押
解
除
申
請
書
」
に
改
め
、
同
条
各

号
を
削
る
。

　

第
十
二
条
第
一
項
中
「
第
十
五
条
第
四
項
」
を
「
第
十
五
条
の
二
の
二
」
に
改
め
、
「
規
定
に
よ
り

」
の
下
に
「
、
納
税
者
又
は
特
別
徴
収
義
務
者
に
」
を
加
え
、
「
第
十
一
号
様
式
」
を
「
第
十
一
号
様

式
そ
の
一
」
に
、
「
徴
収
猶
予
許
可
通
知
書
を
」
を
「
徴
収
猶
予
許
可
通
知
書
」
に
、
「
第
十
二
号
様

式
」
を
「
第
十
二
号
様
式
そ
の
一
」
に
、
「
徴
収
猶
予
不
許
可
通
知
書
を
」
を
「
徴
収
猶
予
不
許
可
通

知
書
」
に
、
「
第
十
二
号
の
二
様
式
」
を
「
第
十
二
号
の
二
様
式
そ
の
一
」
に
、
「
徴
収
猶
予
期
間
延

長
通
知
書
を
」
を
「
徴
収
猶
予
期
間
延
長
許
可
通
知
書
」
に
、
「
第
十
二
号
様
式
」
を
「
第
十
二
号
様

式
そ
の
一
」
に
、
「
を
そ
れ
ぞ
れ
納
税
者
又
は
特
別
徴
収
義
務
者
に
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
「

に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
に
改
め
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

ま
た
、
保
証
人
又
は
担
保
財
産
の
所
有
者
（
納
税
者
及
び
特
別
徴
収
義
務
者
を
除
く
。
）
に
対
し

て
は
、
第
十
一
号
様
式
そ
の
二
に
よ
る
徴
収
猶
予
許
可
通
知
書
、
第
十
二
号
様
式
そ
の
二
に
よ
る
徴

収
猶
予
不
許
可
通
知
書
、
第
十
二
号
の
二
様
式
そ
の
二
に
よ
る
徴
収
猶
予
期
間
延
長
許
可
通
知
書
、

第
十
二
号
様
式
そ
の
二
に
よ
る
徴
収
猶
予
期
間
延
長
不
許
可
通
知
書
に
よ
り
通
知
す
る
も
の
と
す
る
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第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
は
、
法
第
十
五
条
の
六
の
二
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る

法
第
十
五
条
の
二
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
滞
納
者
に
申
請
に
よ
る
換
価
の
猶
予
に
係
る
通
知
を
し
よ

う
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
「
第
十
一
号
様
式
そ
の
一
に
よ
る
徴

収
猶
予
許
可
通
知
書
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
四
号
の
十
様
式
そ
の
一
に
よ
る
換
価
猶
予
許
可
通
知
書

」
と
、
「
第
十
二
号
様
式
そ
の
一
に
よ
る
徴
収
猶
予
不
許
可
通
知
書
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
四
号
の

十
一
様
式
そ
の
一
に
よ
る
換
価
猶
予
不
許
可
通
知
書
」
と
、
「
第
十
二
号
の
二
様
式
そ
の
一
に
よ
る

徴
収
猶
予
期
間
延
長
許
可
通
知
書
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
四
号
の
十
二
様
式
そ
の
一
に
よ
る
換
価
猶

予
期
間
延
長
許
可
通
知
書
」
と
、
「
第
十
二
号
様
式
そ
の
一
に
よ
る
徴
収
猶
予
期
間
延
長
不
許
可
通

知
書
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
四
号
の
十
一
様
式
そ
の
一
に
よ
る
換
価
猶
予
期
間
延
長
不
許
可
通
知
書

」
と
、
「
（
納
税
者
及
び
特
別
徴
収
義
務
者
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
（
滞
納
者
を
除
く
。
）

」
と
、
「
第
十
一
号
様
式
そ
の
二
に
よ
る
徴
収
猶
予
許
可
通
知
書
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
四
号
の
十

様
式
そ
の
二
に
よ
る
換
価
猶
予
許
可
通
知
書
」
と
、
「
第
十
二
号
様
式
そ
の
二
に
よ
る
換
価
猶
予
不

許
可
通
知
書
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
四
号
の
十
一
様
式
そ
の
二
に
よ
る
換
価
猶
予
不
許
可
通
知
書
」

と
、
「
第
十
二
号
の
二
様
式
そ
の
二
に
よ
る
徴
収
猶
予
期
間
延
長
許
可
通
知
書
」
と
あ
る
の
は
「
第

十
四
号
の
十
二
様
式
そ
の
二
に
よ
る
換
価
猶
予
期
間
延
長
通
知
書
」
と
、
「
第
十
二
号
様
式
そ
の
二

に
よ
る
徴
収
猶
予
期
間
延
長
不
許
可
通
知
書
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
四
号
の
十
一
様
式
そ
の
二
に
よ

る
換
価
猶
予
期
間
延
長
不
許
可
通
知
書
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４　

第
十
二
条
第
四
項
の
規
定
は
、
法
第
十
五
条
の
六
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条

の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
滞
納
者
に
申
請
に
よ
る
換
価
の
猶
予
の
取
消
し
の
通
知
を
し
よ
う
と

す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
「
第
十
四
号
様
式
そ
の
一
に
よ
る
徴
収
猶

予
取
消
通
知
書
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
四
号
の
七
様
式
そ
の
一
に
よ
る
換
価
猶
予
取
消
通
知
書
」
と

、
「
（
納
税
者
及
び
特
別
徴
収
義
務
者
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
（
滞
納
者
を
除
く
。
）
」
と

、
「
第
十
四
号
様
式
そ
の
二
に
よ
る
徴
収
猶
予
取
消
通
知
書
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
四
号
の
七
様
式

そ
の
二
に
よ
る
換
価
猶
予
取
消
通
知
書
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

５　

第
十
二
条
第
五
項
の
規
定
は
、
条
例
第
十
三
条
の
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
十
三
条

の
規
定
に
よ
り
、
申
請
に
よ
る
換
価
の
猶
予
に
係
る
分
割
納
付
の
各
納
付
期
限
若
し
く
は
そ
の
納
付

期
限
ご
と
の
納
付
金
額
又
は
分
割
納
入
の
各
納
入
期
限
若
し
く
は
そ
の
納
入
期
限
ご
と
の
納
入
金
額

を
変
更
し
た
旨
を
、
滞
納
者
に
通
知
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
「
徴
収
猶
予
の
納
付
計
画
変
更
通
知
書
」
と
あ
る
の
は
「
換
価
猶
予
の
納
付
計
画
変
更
通
知
書

な
さ
れ
る
と
き
は
、
第
十
四
号
の
四
様
式
に
よ
る
徴
収
猶
予
（
期
間
延
長
）
申
請
の
み
な
し
取
下
げ

通
知
書
に
よ
り
、
納
税
者
又
は
特
別
徴
収
義
務
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
十
二
条
の
二
の
見
出
し
中
「
換
価
の
猶
予
」
を
「
職
権
に
よ
る
換
価
の
猶
予
」
に
改
め
、
同
条
中

「
法
第
十
五
条
の
五
第
三
項
」
を
「
滞
納
者
に
、
法
第
十
五
条
の
五
の
二
第
三
項
」
に
、
「
第
十
五
条

第
四
項
」
を
「
第
十
五
条
の
二
の
二
第
一
項
」
に
、
「
第
十
四
号
の
二
様
式
」
を
「
第
十
四
号
の
五
様

式
そ
の
一
」
に
、
「
換
価
猶
予
通
知
書
を
」
を
「
換
価
猶
予
通
知
書
」
に
、
「
第
十
四
号
の
三
様
式
」

を
「
第
十
四
号
の
六
様
式
そ
の
一
」
に
、
「
換
価
猶
予
期
間
延
長
通
知
書
を
」
を
「
換
価
猶
予
期
間
延

長
通
知
書
」
に
、
「
第
十
五
条
の
六
第
二
項
」
を
「
第
十
五
条
の
五
の
三
第
二
項
」
に
、
「
第
十
五
条

の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
」
を
「
第
十
五
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
」
に
、
「
第
十
四
号
の

四
様
式
」
を
「
第
十
四
号
の
七
様
式
そ
の
一
」
に
、
「
換
価
猶
予
取
消
通
知
書
を
そ
れ
ぞ
れ
滞
納
者
に

発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
を
「
換
価
猶
予
取
消
通
知
書
、
条
例
第
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す

る
条
例
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
分
割
納
付
の
各
納
付
期
限
若
し
く
は
そ
の
納
付
期
限
ご
と
の
納
付

金
額
又
は
分
割
納
入
の
各
納
入
期
限
若
し
く
は
そ
の
納
入
期
限
ご
と
の
納
入
金
額
を
変
更
し
た
旨
を
通

知
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
第
十
四
号
の
二
様
式
そ
の
一
に
よ
る
換
価
猶
予
の
納
付
計
画
変
更
通
知
書
に

よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
保
証
人
又
は
担
保
財
産
の
所
有
者
（
滞
納
者
を
除
く
。
）
に
対
し

て
は
、
第
十
四
号
の
五
様
式
そ
の
二
に
よ
る
換
価
猶
予
通
知
書
、
第
十
四
号
の
六
様
式
そ
の
二
に
よ
る

換
価
猶
予
期
間
延
長
通
知
書
、
第
十
四
号
の
七
様
式
そ
の
二
に
よ
る
換
価
猶
予
取
消
通
知
書
、
第
十
四

号
の
二
様
式
そ
の
二
に
よ
る
換
価
猶
予
の
納
付
計
画
変
更
通
知
書
に
よ
り
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。
」

に
改
め
る
。

　

第
十
二
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
申
請
に
よ
る
換
価
の
猶
予
に
係
る
申
請
及
び
通
知
）

第
十
二
条
の
二
の
二　

法
第
十
五
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
つ
て
換
価
の
猶
予
を
申
請
す
る
者
は
、

第
十
四
号
の
八
様
式
に
よ
る
換
価
猶
予
申
請
書
及
び
条
例
第
十
三
条
の
六
第
二
項
に
定
め
る
書
類
を

所
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

第
九
条
第
二
項
の
規
定
は
、
法
第
十
五
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
換
価
の
猶
予
の
期
間
の
延

長
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
「
第
八
号
の
二
様
式
に
よ
る
徴
収
猶
予
期

間
延
長
申
請
書
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
四
号
の
九
様
式
に
よ
る
換
価
猶
予
期
間
延
長
申
請
書
」
と
、

「
条
例
第
十
三
条
の
二
第
四
項
に
定
め
る
書
類
」
と
あ
る
の
は
「
条
例
第
十
三
条
の
六
第
二
項
に
定

め
る
書
類
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
と
、
「
（
納
税
者
及
び
特
別
徴
収
義
務
者
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
（
滞
納
者
を
除
く
。
）

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

６　

第
十
二
条
第
六
項
の
規
定
は
、
法
第
十
五
条
の
六
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条

の
二
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
換
価
の
猶
予
に
係
る
申
請
書
の
訂
正
又
は
添
付
す
べ
き
書
類
に
関
す

る
補
正
若
し
く
は
提
出
を
求
め
る
旨
を
、
滞
納
者
に
通
知
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
「
第
十
四
号
の
三
様
式
に
よ
る
徴
収
猶
予
（
期
間
延
長
）
申
請
書
及
び
添

付
書
類
に
関
す
る
補
正
通
知
書
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
四
号
の
十
三
様
式
に
よ
る
換
価
猶
予
（
期
間

延
長
）
申
請
書
及
び
添
付
書
類
に
関
す
る
補
正
通
知
書
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

７　

第
十
二
条
第
七
項
の
規
定
は
法
第
十
五
条
の
六
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条
の

二
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
申
請
に
よ
る
換
価
の
猶
予
の
申
請
を
取
り
下
げ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る

場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
「
第
十
四
号
の
四
様
式
に
よ
る
徴
収
猶
予
（
期

間
延
長
）
申
請
の
み
な
し
取
下
げ
通
知
書
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
四
号
の
十
四
様
式
に
よ
る
換
価
猶

予
（
期
間
延
長
）
申
請
の
み
な
し
取
下
げ
通
知
書
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　

第
十
二
条
の
三
中
「
第
十
四
号
の
五
様
式
」
を
「
第
十
四
号
の
十
五
様
式
」
に
、
「
滞
納
処
分
停
止

通
知
書
を
」
を
「
滞
納
処
分
停
止
通
知
書
」
に
、
「
第
十
四
号
の
六
様
式
」
を
「
第
十
四
号
の
十
六
様

式
」
に
、
「
を
そ
れ
ぞ
れ
滞
納
者
に
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
「
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

に
改
め
る
。

　

第
四
十
六
条
の
十
第
一
項
中
「
申
請
書
」
を
「
申
告
書
」
に
改
め
る
。

　

様
式
目
次
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
、

十
の
十
五
保
全
差
押
金
額
決
定
通
知
書

十
条
の
三

十
一

徴
収
猶
予
許
可
通
知
書

十
二
条

十
の
十
五
保
全
差
押
金
額
決
定
通
知
書

十
条
の
三

十
の
十
六
差
押
解
除
申
請
書

十
一
条

十
一

徴
収
猶
予
許
可
通
知
書
（
そ
の
一
、

そ
の
二
）

十
二
条

十
二

徴
収
猶
予
不
許
可
通
知
書

十
二
条

十
二
の
二
徴
収
猶
予
期
間
延
長
通
知
書

十
二
条

十
二

徴
収
猶
予
（
期
間
延
長
）
不
許
可
通

知
書
（
そ
の
一
、
そ
の
二
）

十
二
条

十
二
の
二
徴
収
猶
予
期
間
延
長
許
可
通
知
書
（

そ
の
一
、
そ
の
二
）

十
二
条

十
四

徴
収
猶
予
取
消
通
知
書

十
二
条

十
四
の
二
換
価
猶
予
通
知
書

十
二
条
の
二

十
四
の
三
換
価
猶
予
期
間
延
長
通
知
書

十
二
条
の
二

十
四
の
四
換
価
猶
予
取
消
通
知
書

十
二
条
の
二

十
四
の
五
滞
納
処
分
停
止
通
知
書

十
二
条
の
三

十
四
の
六
滞
納
処
分
停
止
取
消
通
知
書

十
二
条
の
三

十
四

徴
収
猶
予
取
消
通
知
書
（
そ
の
一
、

そ
の
二
）

十
二
条

十
四
の
二
徴
収
・
換
価
猶
予
の
納
付
計
画
変
更

通
知
書
（
そ
の
一
、
そ
の
二
）

十
二
条
、
十

二
条
の
二
、

十
二
条
の
二

の
二

十
四
の
三
徴
収
猶
予
（
期
間
延
長
）
申
請
書
及

び
添
付
書
類
に
関
す
る
補
正
通
知
書

十
二
条

十
四
の
四
徴
収
猶
予
（
期
間
延
長
）
申
請
の
み

な
し
取
下
げ
通
知
書

十
二
条



第３７８４号 増刊①福 岡 県 公 報平成 28 年４月 12 日　火曜日 14

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

十
四
の
五
換
価
猶
予
通
知
書
（
そ
の
一
、
そ
の

二
）

十
二
条
の
二

十
四
の
六
換
価
猶
予
期
間
延
長
通
知
書
（
そ
の

一
、
そ
の
二
）

十
二
条
の
二

十
四
の
七
換
価
猶
予
取
消
通
知
書
（
そ
の
一
、

そ
の
二
）

十
二
条
の
二

、
十
二
条
の

二
の
二

十
四
の
八
換
価
猶
予
申
請
書

十
二
条
の
二

の
二

十
四
の
九
換
価
猶
予
期
間
延
長
申
請
書

十
二
条
の
二

の
二

十
四
の
十
換
価
猶
予
許
可
通
知
書
（
そ
の
一
、

そ
の
二
）

十
二
条
の
二

の
二

十
四
の
十

一

換
価
猶
予
（
期
間
延
長
）
不
許
可
通

知
書
（
そ
の
一
、
そ
の
二
）

十
二
条
の
二

の
二

十
四
の
十

二

換
価
猶
予
期
間
延
長
許
可
通
知
書
（

そ
の
一
、
そ
の
二
）

十
二
条
の
二

の
二

十
四
の
十

三

徴
収
猶
予
（
期
間
延
長
）
申
請
書
及

び
添
付
書
類
に
関
す
る
補
正
通
知
書

十
二
条
の
二

の
二

十
四
の
十

四

徴
収
猶
予
（
期
間
延
長
）
申
請
の
み

な
し
取
下
げ
通
知
書

十
二
条
の
二

の
二

十
四
の
十

五

滞
納
処
分
停
止
通
知
書

十
二
条
の
三

十
四
の
十

六

滞
納
処
分
停
止
取
消
通
知
書

十
二
条
の
三

三
十
四

督
促
状
（
そ
の
一
、
そ
の
二
、
そ
の

三
、
そ
の
四
）

二
十
二
条

六
十
五
の

二

法
人
県
民
税
分
割
課
税
標
準
額
等
通

　
　

事
業
税

知
書

三
十
四
条
の

三三
十
九
条
の

二

六
十
五
の

三

法
人
県
民
税
分
割
基
準
修
正
、
決
定

通
知
書

三
十
四
条
の

三

六
十
五
の

四

市
町
村
民
税
法
人
割
に
係
る
課
税
標

準
額
等
の
通
知
書

三
十
四
条
の

四

六
十
五
の

五

法
人
税
に
係
る
確
定
申
告
書
の
提
出

期
限
の
延
長
の
処
分
等
の
届
出
書
に

つ
い
て

三
十
四
条
の

五

百
十
三
の

三

自
動
車
税
納
付
義
務
免
除
申
告
書

五
十
六
条

七
十
二
条
の

二

百
十
三
の

三

自
動
車
税
第
二
次
納
税
義
務
免
除
申

告
書

七
十
二
条
の

二

三
十
四

督
促
状
（
そ
の
一
、
そ
の
二
、
そ
の

三
、
そ
の
四
、
そ
の
五
）

二
十
二
条

六
十
五
の

二

法
人
県
民
税
分
割
課
税
標
準
額
等
通

　
　

事
業
税

知
書

三
十
四
条
の

二三
十
九
条
の

二

六
十
五
の

三

法
人
県
民
税
分
割
基
準
修
正
、
決
定

通
知
書

三
十
四
条
の

二

六
十
五
の

四

市
町
村
民
税
法
人
割
に
係
る
課
税
標

準
額
等
の
通
知
書

三
十
四
条
の

三

六
十
五
の

五

法
人
税
に
係
る
確
定
申
告
書
の
提
出

期
限
の
延
長
の
処
分
等
の
届
出
書
に

つ
い
て

三
十
四
条
の

四
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第
二
号
の
五
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第
三
号
様
式
そ
の
一
の
一
か
ら
第
三
号
様
式
そ
の
一
の
五
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第
三
号
様
式
そ
の
三
の
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第
三
号
様
式
そ
の
三
の
五
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第
三
号
様
式
そ
の
七
か
ら
第
三
号
の
二
様
式
そ
の
一
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第
三
号
の
二
様
式
そ
の
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第
三
号
の
二
様
式
そ
の
五
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第
四
号
様
式
及
び
第
五
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第
六
号
の
二
様
式
及
び
第
六
号
の
三
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第
六
号
の
六
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第
七
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第
八
号
の
二
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第
十
号
の
二
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第
十
号
の
八
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第
十
号
の
十
一
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第
十
号
の
十
五
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第
十
号
の
十
五
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。
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第
十
一
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第
十
一
号
様
式
を
第
十
一
号
様
式
そ
の
一
と
し
、
同
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。
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第
十
一
号
の
三
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第
十
二
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



第３７８４号 増刊①福 岡 県 公 報平成 28 年４月 12 日　火曜日 68



第３７８４号 増刊①福 岡 県 公 報平成 28 年４月 12 日　火曜日69
　

第
十
二
号
様
式
を
第
十
二
号
様
式
そ
の
一
と
し
、
同
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。
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第
十
二
号
の
二
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第
十
二
号
の
二
様
式
を
第
十
二
号
の
二
様
式
そ
の
一
と
し
、同
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。
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第
十
四
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第
十
四
号
様
式
を
第
十
四
号
様
式
そ
の
一
と
し
、
同
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。
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第
十
四
号
の
六
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第
十
四
号
の
六
様
式
を
第
十
四
号
の
十
六
様
式
と
す
る
。

　

第
十
四
号
の
五
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第
十
四
号
の
五
様
式
を
第
十
四
号
の
十
五
様
式
と
す
る
。

　

第
十
四
号
の
四
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第
十
四
号
の
四
様
式
を
第
十
四
号
の
七
様
式
そ
の
一
と
す
る
。

　

第
十
四
号
の
三
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第
十
四
号
の
三
様
式
を
第
十
四
号
の
六
様
式
そ
の
一
と
す
る
。

　

第
十
四
号
の
二
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第
十
四
号
の
二
様
式
を
第
十
四
号
の
五
様
式
そ
の
一
と
す
る
。

　

第
十
四
号
様
式
そ
の
二
の
次
に
次
の
四
様
式
を
加
え
る
。
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第
十
四
号
の
五
様
式
そ
の
一
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。
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第
十
四
号
の
六
様
式
そ
の
一
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。
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第
十
四
号
の
七
様
式
そ
の
一
の
次
に
次
の
十
一
様
式
を
加
え
る
。
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第
二
十
一
号
様
式
及
び
第
二
十
一
号
の
二
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第
二
十
三
号
様
式
そ
の
一
か
ら
第
二
十
三
号
様
式
そ
の
六
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第
二
十
六
号
様
式
か
ら
第
二
十
七
号
様
式
そ
の
九
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第
三
十
一
号
の
二
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
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第
三
十
四
号
様
式
そ
の
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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